
 

 

行動目標２ 参画・協働 
 目標 

市民・事業者・行政などの各主体、各世代の自律と協働、参画により地域力を高め、環境活動を

進めます。 

 
持続可能なまちづくりを進めるには、⾏政だけではなく、市⺠・事業者などあらゆる主体

が連携・協働して取り組みを進めることが欠かせないほか、子どもから大人までが日々の生
活の中で活動に参画できることが重要です。そのため、様々な主体や世代が参画・協働でき
るしくみを構築し、その中で、互いの立場を考慮し、人と人との絆を育むことを通じて、地
域で生じる様々な課題を総合的に解決していくことを目指します。 
 
取り組み 

１．各主体の特性に応じた自律した活動を推進 

・地域に根差した環境活動の輪を広げるため、各地域で「エココ
ミュニティ会議」の設置が進んでいます。同会議は、平成 17 年
度（2005 年度）に学文地域で初めて発足して以降、順次増え続
け、令和３年度（2021 年度）では市内 21 地域で設置されていま
す。市は、同会議への助成や必要に応じた支援を⾏うとともに、
各地域に設置された同会議が一堂に会し、情報交換を⾏う交流の
機会を設けています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 6-1 エココミュニティ会議での 
しめ縄作りの様子 

図 6-2 エココミュニティ会議設置数 
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環境目標の実現に向け、事業者及び市⺠団体等の参画
と協働による取り組みを促進するため、「環境学習都市に
しのみや・パートナーシッププログラム」を募集してい
ます。認定された事業者等のプログラムについては、市
広報媒体への掲載やエコカード・エコスタンプシステム
との連携などの支援を⾏います。 

そのほか、環境に配慮した事業活動を促すため、事業
者に対して、廃棄物の適正処理に関する研修や省エネの
取り組みに対する支援などを⾏っています。 
 また、市⺠を対象に、地球温暖化防止、ごみ減量、生物多様性などをテーマとした勉強会
や巡回相談会、講演会などを開催し、市⺠の自律的な環境活動を促進しています。 
 
２．各主体・各世代の参画と協働の推進 

・環境計画を推進するにあたり、各種計画の策定、進捗管理などを⾏う、市⺠・事業者・専
門家で構成した組織である「⻄宮市環境計画推進パートナーシップ会議」や、環境計画関連
事業を評価する組織である「⻄宮市環境計画評価会議」などを設置し、市⺠・事業者ととも
に環境施策を進めていく体制を構築しています。 
  令和３年度（2021 年度）は、「⻄宮市環境計画推進パートナーシップ会議」において、地
球温暖化対策、資源循環、生物多様性の分野に特化した個別部会を設け、様々な課題につい
て環境施策を推進してきました。 

環境計画を進める上で、市政への一層の参画と協働を実現するため、計画推進に係る各種
組織において事業者、専門家、地域団体から派遣された市⺠や公募委員に参画していただい
ています。令和３年度（2021 年度）は、「⻄宮市環境計画推進パートナーシップ会議」及び
「⻄宮市環境審議会」において各 2 名の委員が公募により選任されています。 

また、各主体・各世代の参画と協働を進めるため、市政ニュースやＳＮＳ等の各種媒体に
より、広く環境に関する情報提供を⾏っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6-3 冬野菜の収穫体験の様子 
（パートナーシッププログラム） 
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